
　

補助事業名 対　象 補助金額№ 補助金の使途（例）

1

2

3

市民福祉活動応援事業

子ども健やか育成事業

生活困窮者支援団体
応援事業

賃借料、消耗品費、
広報費など　　
備品購入費、食材費、
教材費、消耗品費など
賃借料、備品購入費、
広報費、配送費など　　

令和７年度補助交付団体募集｠！
　今年度は４月14日（月）～５月９日（金）の期間で募集
します。ご自身の活動を通じて「地域の福祉課題を解決
したい」とお考えの方、ぜひご相談ください。

補助金の募集や市民福祉活動等に関するお問合せは、中央ボランティアセンター（　042-786-6181）へ

補助事業の
詳細は、

ホームページを
ご覧ください。

市民対象の研修開催費等 15万円以内／グループ・団体の設立準備 ５万円以内
（ただし、事業に要する経費の３分の２が補助上限額になります）

障がい児者や高齢者、子ども、難病患者等
の福祉課題に取り組む団体等
子ども食堂や無料学習支援、長期休暇中
の居場所づくり等に取り組む団体
就労準備支援やフードバンク等、生活困窮
者の社会参加や自立を支援する団体等

事業立ち上げ経費 10万円以内／事業継続経費 40万円以内
（ただし、補助上限額は子どもの参加予定人数等により異なります）
就労準備支援の場づくり 30万円以内／フードバンク等の運営 30万円以内

（ただし、補助上限額は開催の期間や頻度等により異なります）

※費用が掲載されていない場合は、無料です。日時 場所 内容 対象 申込み 問合せ TEL費用 共催 後援 主催定員 メール 共 後

詳細は、ホームページで
※福祉関連の資格は不要です

相模原市社協 検索 クリック

たくさんの　　　に出会える仕事が、ここにある「笑顔」
相模原市社協 正規職員募集中（５月26日消印有効）

2025年４月号

251号

　「社会福祉協議会（社協）」は、市民の皆様とともに、福祉のまち
づくりを進める社会福祉法に位置づけられた民間団体です。皆様からの
寄付金、賛助会費、共同募金に支えられています。
発 行　社会福祉法人相模原市社会福祉協議会
〒252-0236 相模原市中央区富士見６丁目１番20号 あじさい会館内
電話 042－730－3888　FAX 042－759－4382
電子メール　 info@sagamiharashishakyo.or.jp
ホームページ https://www.sagamiharashishakyo.or.jp/にこまるの部屋 検索ブログ「にこまるの部屋」でも情報発信中！

相模原市社会福祉協議会　広 報

にこまるにこまる

『ほっとけ～き』
代表・福井さん

『ほっとけ～き』
原則毎月第2月曜日
午後3時～5時

（８月はお休み）
1回200円・初回無料
あじさい会館　※予約不要
質問等は、メールまたは、
Instagramでメッセージを
お送りください。
hotto.keeki2024@gmail.com

ほっとけ～き
Instagram

「少しでもホッとできて笑顔になれる場所に」

「子どもたちの味方」になるために…

『ほっとけ～き』
ってどんなところ？

親がつながるコミュニティ
　文部科学省の調べによると、令和５年度全国小中学校の

不登校児童・生徒数は約34万人。全体の約3.7％が学校に行

けていない状態となっています。コロナ禍を経て、増加してい

る「不登校」。学校や生徒本人に目が行きがちですが、保護者

の中には大きな悩みを抱えている方もいます。そんな保護

者に寄り添い、ホッとできる場所を目指してスタートした、

「ほっとけ～き」にうかがいました。

学校に行けない・行きづらさがある子どもを持つ

　この日参加していたのは、小学校～高校生までの子を持つ保護者の方6人。

また、地域で子どもたちを見守る主任児童委員が運営スタッフとして参加し

ていました。

　「自分が子どもの頃のことを思い出すと、自分の気持ちを言葉

にするのって難しかった」「大人が想像する理由とは違うところ

に理由があるのかもしれないね」と、子どもとの関わりをとおし

て自分自身と向き合うあたたかな時間が流れていました。

参加者随時
募集中

　「子どもが学校に行けなくなった時、誰に相談したらいいかが分からず、

親子で暗いトンネルの中をもがいているような感じでした。『同じように

悩まれている方に、少しでもホッとできる時間を持ってもらえたら』と、

同じ想いを持つ仲間とこのコミュニティを立ち上げました。参加者の方

と話すなかで感じることは、子どもがどのような選択をしても、社会か

ら孤立させないことが大切だということです。そのためには理解や安心

感、不安な気持ちを話せてそのまま受け入れてもらえたり、一緒に考え

てくれる『子どもたちの味方』がいてくれるととても心強いと思います」

　田名地区社会福祉協議会では、小学校で不登校児童の支援活動を行っている田名ボラ

ンティアセンターや、民生委員児童委員協議会の代表を集め、「ほっとけ～き」のメン

バーと情報交換会を行いました。子どもたちとの関わりに戸惑うボランティアの声に、「勉

強を教えてもらうことよりも、安心できる空間を作っていただけるだけでうれしい」と

いった保護者の生の声が届けられ、活動のイメージを共有することができました。

　田名地区社協の田所会長は、「『ほっとけ～き』の方々と情報交換したことで、学校に行け

ていなくても、ちょっとした地域の活動に参加してもらう機会を作るなど、親でも先生で

もない『地域の人』として、できることがたくさんあると感じました」と話されました。
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５月11日㈰・７月１日㈫・８月３日㈰・８月20日㈬
９月９日㈫・９月27日㈯・11月18日㈫・11月30日㈰

６月８日㈰・８月30日㈯・10月４日㈯・10月５日㈰
11月１日㈯・11月２日㈰

10月18日㈯・11月15日㈯

あじさい会館

あじさい会館南分室

あじさい会館緑分室

あじさい会館
休館日
　　　　　

5月27日㈫・6月24日㈫　午後１時20分～４時
高齢者・障がいのある方とその家族（１人40分間）
あじさい会館
電話による事前申込み　　042-756-5034

（６月24日開催分は5月1日より受付）
さがみはら成年後見・あんしんセンター（あじさい会館２階）

弁護士による財産・相続・人間関係の困りごと・成年後見制度利用などの相談会

権利擁護無料相談会を開催します！

　ボランティア活動の基礎知識やエピソード等をお伝えし、実際に参加
できる活動を紹介します。
　日程や場所等は市社協ホームページ（右の二次元コード）に掲載中です。
☆ホームページでボランティア募集情報を掲載！
　「早速、活動をしてみたい」という方は、市社協ホームページ（右下の二次元コード）
の「ボランティア募集情報」をご確認ください！福祉に関する活動を中心とした
ボランティア募集の情報が随時、更新されます。

在住区のボランティアセンターにご連絡ください。
 ・緑ボランティアセンター　　　042-775-1761
 ・中央ボランティアセンター　　042-786-6181
 ・南ボランティアセンター　　　042-765-7085

地域デビュー応援します！ボランティアセミナー

“ファミリー・サポート・センター”
利用会員・援助会員募集

　ファミリー・サポート・センターは
「子育てをサポートしてほしい人」
（利用会員）と「子育てをサポートし
たい人」（援助会員）が会員となって、
地域の中で安心して子育てができる
ように支援する有償の制度です。

【サポート内容】
　 • 保育園・幼稚園・児童クラブ・習い事などの送迎
　 • 子どもの預かりや見守りなど（家事援助はできません）

【登録方法】
　最初にファミリー・サポート・センターのホームページで
　動画１～動画４をご視聴ください。

ファミリー・サポート・センター事務局
　042-730-3885
　famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp

10代20代女性のための居場所「ふたばRooｍ」
　おしゃべりをしたり、ハンドメイドをしたり。出入り自由の女性が安心して
過ごせる場所です。（申込不要。直接会場へお越しください）

４月25日㈮・６月27日㈮　午後５時～７時
南区地域福祉交流ラウンジ（ボーノ相模大野２階）
女性相談員による「なんでも相談」を実施します。飲み物の無料提供。生理用品
等の無料配布。フリースペースではハンドメイドやカードゲームができます。
南区事務所
　042-765-7065　 　minami@sagamiharashishakyo.or.jp

講習会
「点字を習ってみませんか？」

５月13日㈫～７月15日㈫（全10回）
毎週火曜日　午前10時～正午
津久井地域福祉センター（緑区太井150-1）
初めての方を対象とした点字の講習会
です。点字を学んで本を点訳するボラ
ンティアをしてみませんか？
1,000円　※5月13日㈫のみ無料
４月30日㈬まで
津久井点灯むしの会（担当：網野）
　090-2443-4262

若年性認知症家族の会じゅりの会
「若年性認知症相談窓口」開催

５月17日㈯　午後１時～３時
相模原市民会館２階　第２小会議室
不安や悩みをお気軽にご相談ください。
若年性認知症家族の会じゅりの会

（担当：浜井）※申込不要
　090-9153-5707

認知症高齢者家族の会
友知草の会

認知症介護者のつどい「ほっとタイム」
①５月７日㈬、６月３日㈫
②５月10日㈯、６月６日㈮
①②いずれも、午前10時30分～正午
①けやき会館３階市民活動サポートセンター会議室
②南保健福祉センター２階　情報交換ルーム
認知症のご家族の介護にお悩みの方
等、誰でも参加できます！ 

講演会開催
『認知症になっても
　 　 イキイキ暮らす地域づくり』
５月24日㈯　午後２時30分～３時30分
あじさい会館６階ボランティア活動室
認知症になっても住み慣れた地域で暮
らすためのサービスや方法を、市社協
職員が解説。（申込不要。直接会場へ）
認知症高齢者家族の会　友知草の会（担当：徳田）
　090-6044-5679

ハンドメイドショップ「バオバブ」

障がい者事業所の手
作り製品を販売。
お菓子や雑貨、布製
品、木工製品などの
他、環境に配慮したSDGs製品も多数
ご用意しています。
毎日午前10時～午後５時まで

（日曜・祝日は休業日あり。要問合せ）
あじさい会館１階
042-757-6772

市民後見人養成研修説明会を開催します！
市民後見人になるためのステップを説明します。
会　　場：５月９日㈮　午後２時～３時30分
動画配信：５月２日～５月18日（YouTubeで配信）
市内在住で、今年度25歳以上になる方
あじさい会館６階　展示室　　
会場：電話・メール／動画配信：右記二次元コードから（５月７日締切）
さがみはら成年後見・あんしんセンター
　042-756-5034　　anshin@sagamiharashishakyo.or.jp

　市民後見人は、親族以外の市民が研修を受け、高齢や障がいを理由に、判断
力に不安がある方の金銭管理や福祉サービスの利用を援助する後見業務を行い
ます。本市では、研修を修了したメンバーが「市民後見人の会さがみはら」を結
成（会員60人）し、ボランティア精神と豊富な社会経験、さまざまな資格などを
生かしながら、市民の目線に立った後見活動に取り組まれています。

市民後見人をご存知ですか？

午前９時30分～午後３時

午前９時30分～午後３時30分

午前９時30分～午後４時

時　間

６月２日（月）

６月４日（水）

６月６日（金）

日　程

１日目

２日目

３日目

援助会員講習会は、10月・令和８年２月にも開催します。
ファミリー・サポート・センター事務局　　042-730-3885

ホームページ

相模原市自治会連合会　　042-753-3419

自治会に加入しよう！相模原市自治会連合会からのお知らせ
自治会員専用割引をご存知ですか？
自治会員限定のお得な割引特典をご用意しており、
令和５年度からは内容をリニューアルして、
これまでより多くのお店にご協力いただいております。

（※自治会員専用割引（JichiPass）は令和６年度から３年に１回の発行になりました。）

利用会員を希望の方

「入会申込兼登録書」と
「利用会員登録確認書」を
ホームページからダウンロードして、
センターに郵送してください。

援助会員を希望の方

センターで開催する援助会員講習会に
参加してください。（要予約）
※ご不明な点は、センターに
　ご連絡ください。

●援助会員講習会（3日間）　会場：緑区合同庁舎４階　集団指導室

援助会員になるための説明会を開催します！

5月26日（月）　午後１時30分～　あじさい会館６階　展示室


